
1982年出上の木筒

れ
る
。

⑤
は
五
輸
形
を
し
た
板
塔
婆
で
、
地
輪
下
部
欠
損
。
表
一異
両
面
の
空
輸
部
に

大
日
如
来
と
思
わ
れ
る
種
子
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
は
不
明
。

０
は
右
縁
部
欠
損
。
表
面
刃
物
に
よ
る
切
痕
顕
著
。

９
　
関
係
文
献

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
町
遺
跡
―
第
３‐
次
発
掘

調
査
概
要
―
』

（広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
二
　
一
九
八
四

年
三
月
刊
行
）
に
掲
載
予
定
。　
な
お
、　
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
小
田
原
昭

嗣

。
福
島
政
文

「草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
３‐
次
調
査
概
要
」

（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス

『草
戸
千
軒
』
配
１２２
　ヽ
一
九
八
三
年
）
に
略
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
に
つ
い
て

は
篠
原
芳
秀

「資
料
紹
介
　
第
３‐
次
調
査
出
上
の
信
仰

・
呪
術
関
係
遺
物
」

（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス
『草
戸
千
軒
』
叱
１１３
　ヽ
一
九
八
二
年
）、
①
に
つ
い
て
は
同

「資

料
紹
介
　
第
飩
次
調
査
出
上
の
木
製
品
」

（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス
『草
戸
千
軒
』
配

‐‐９
　ヽ
一
九
八
三
年
）
に
報
告
し
て
い
る
。
　
　
　
　
（小
田
原
昭
嗣
・
志
田
原
重
人
）

高
知
・
田
村
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一局
知
県
南
国
市
田
村
宇
桂
昌
寺
中

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
一
〇
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
知
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
森
耐
尚
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
室
町
時
代

（十
六
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
知
空
港
の
拡
張
に
伴
い
、
田
村
遺
跡
群
は
一
九
八
〇
年
か
ら

一
九
八
三
年

ま
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
遺
構
、
遺
物
は

弥
生
時
代
全
般
と
中
世
―
室
町

時
代
を
中
心
と
し
て
、
古
墳
、

平
安
、
さ
ら
に
は
近
世
、
近
代

の
も
の
で
あ
る
。
特
に
中
世
の

遺
構
と
し
て
は
、
溝
に
囲
ま
れ

た
掘
立
柱
建
物
群
を
中
心
に
、

多
数
の
ピ
ッ
ト
、
溝
、
土
羨
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
溝
に

囲
ま
れ
た
掘
立
柱
建
物
群
に
は

第31次調査区位置図
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石
組
み
の
井
戸
を
伴
う
例
が
多
数
み
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
は
土
師
質
土
器
、
瓦

質
土
器
を
中
心
に
青
磁
、
白
磁
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
、
国
産
陶
器
で
は
備
前
、

常
滑
、
頼
戸
、
魚
住
な
ど
の
製
品
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
は
渡
来
銭
、

釘
な
ど
の
金
属
製
品
、
砥
石
、
石
硯
、
石
鍋
な
ど
の
石
製
品
、
曲
物
、
椀
な
ど

の
木
製
品
が
量
的
に
は
少
な
い
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
を
出
上
し
た
遺
構
は
城
館
の
堀
跡
で
あ
り
、
空
港
の
本
体
よ
り
北

へ
延

び
る
水
路
造
成
の
た
め
の
調
査
に
よ
り
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
堀
は
田
村
地
区
の

北
に
所
在
す
る
田
村
城
館
（土
佐
国
の
守
護
代
で
あ
る
細
川
氏
の
居
城
で
地
元
の
歴
史

地
理
学
者
、
島
田
豊
寿
氏
に
よ
り
城
館
の
範
囲
が
「長
宗
我
部
検
地
帳
」
を
使
っ
て
推
定

さ
れ
て
い
る
。）

に
付
随
す
る
外
堀
と
考
え
ら
れ
る
。
検
出
さ
れ
て
い
る
堀
は
西

辺
の
南
部
か
ら
南
西
コ
ー
ナ
ー
、
さ
ら
に
南
辺
の
一
部
で
あ
る
。
規
模
は
幅
四

を
五
ｍ
、
深
さ
三
ｍ
を
測
り
、
断
面
は
逆
台
形
を
塁
し
て
い
る
。
堀
の
埋
土
は

青
灰
色
粘
土
で
あ
り
、
下
層
部
は
黒
灰
色
を
呈
す
る
単

一
層
で
あ
る
。
出
土
遺

物
は
非
常
に
少
な
く
、
底
面
直
上
で
若
千
の
土
師
質
土
器
片
、
備
前
焼
片
が
出

土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
他
に
木
棄
、
枝
、
松
か
さ
な
ど
の
自
然
遺
物
も
出

土
し
て
い
る
。
木
簡
の
出
上
位
置
は
堀
の
南
西
コ
ー
ナ
ー
部
の
や
や
北
よ
り
で

あ
り
、
や
は
り
底
面
直
上
の
青
灰
色
粘
土
層
よ
り
出
上
し
て
い
る
。
出
土
状
況

は
木
簡
の
周
辺
、
約

一
ｍ
の
範
囲
に
完
形
の
手
づ
く
ね
土
師
質
小
皿
八
個
体
と

杯
四
個
体
が

一
括
し
て
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
出
土
状
態
は
し
か
る
べ

き
信
仰
行
為
の
結
果
と
し
て

一
括
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
併
せ
て
堀

の
存
続
お
よ
び
廃
絶
の
時
期
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
先
頭
部
を
圭
頭
と
し
、
下
部
は
破
損
し
て
い
る
。
材
質
は
板
目
材
で

あ
り
、
杉
板
と
み
ら
れ
る
。

釈
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
　
　
　
　
　
　
　
踊
命
十
六
善
神
□
□

（梵
字
）
奉
韓
讀
大
般
若
経

一
部
六
□
　
×

（］̈
中ｙ
卜聟
ミ
ｏ蹴

大
永
□
年
□
□

墨
痕
は
か
な
り
薄
く
な
っ
て
い
た
が
、
字
は
浮
き
出
て
お
り
明
確
に
判
読
で

き
た
。
文
頭
に
は
金
剛
界
大
日
如
来
を
表
わ
す
梵
字

（゙
ハ
ー
ン
ク
）
が
、
右
下
の

文
頭
に
は
般
若
菩
薩
を
表
わ
す
梵
字
（ジ
ー
ク
）
が
見
ら
れ
る
。
本
文
の
左
下
に

は
大
永

（
一
五
二
一
イ
一
五
一一七
年
）
の
年
号
が
判
読
で
き
る
が
、
以
下
の
年
数

に
つ
い
て
は
判
読
不
可
能
で
あ
っ
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
大
般
若
経
を
転
読
し
た
こ
と
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
病
災

を
除
去
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
御
札
で
あ
る
。
な
お
こ
の
御
札
に
は
打
ち
つ

け
た
痕
跡
は
な
い
の
で
、
し
か
る
べ
き
場
所
に
安
置
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

内
容
的
に
は
一
般
に
み
ら
れ
る
形
式
で
あ
り
、
ほ
ば
同
じ
内
容
の
御
札
が
草
戸

千
軒
町
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
県
内
で
は
吾
川
郡
春
野
町
芳
原
城
か

ら
同
じ
内
容
の
、
し
か
も
明
応
の
年
号
の
判
読
で
き
る
も
の
が
最
近
出
上
し
て

い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

９
　
関
係
文
献

高
知
県
教
育
委
員
会

『
高
知
県
田
村
遺
跡
群
』
盆

九
八
三
年
）

（森
田
尚
宏
）




